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特 別 会 計 

会 計 別 歳 	入 歳 	出 

国民健康保険 1,345,833, 690R 1, 245, 124, 780R 

老 人 保 健 980, 974, 421円 995, 044, 433R 

農業集落排水事業 281,000円 280, 592円 

水 道 事 業 

収益的収入 収益的支出 

196, 597, 399R 207, 030, 355R 

資本的収入 資本的支出 

461, 027, 663R 544, 695, 758w 

平成 7年度 

決 算 

労 働 費 
0.2,- 	10,230 

災害復旧費 
1.2% 69,633 

議 会 費 
1.8% 104,131 

諸支出費 
3.9% 226,329 

交通安全対策特別交付金 
0.1% 	2,719 
財産収入 
0.3% 15,609 

寄 附 金 
0.3% 16.591 

利子割交付金 
0.3% 18,383 

繰 越 金 
0.7% 41,405 

自動車取得税交付金ー 
0.8% 49.892 

諸 収 入 
0.9% 52, 846 

分担金及び負担金 
1.0% 56.935 

使用料及び手数料 
1.4% 82,836 

地方譲与税 
2.0% 120,897 



町民ー人当りの税負担 

町 	民 	税 24,101円 

固定資産税 27, 179 

軽自動車税 1,221 

町たばこ税 4,528 

計 57,029 

―人当りの金額は、平成 8 年 3 月31日現在の
町の人口12,493人で割ったものです。 

町 税 内 訳 

収入済額 収入未済額 

町 民 税 301, 096千円 5,787千円 

固定資産税 339, 540 45,497 

軽自動車税 15,257 204 

町たばこ税 56,568 0 

計 712, 461 51,488 

主な歳出の内訳（単位：千円） 

〇総務費・消防費 
広報かなぎ印刷費 2,860 
行政情報電算処理委託料 9,191 
交通安全対策費 9,622 
納税貯蓄組合報奨金 15,780 
津軽北部広域事務組合（消防）負担金 

267,225 
金木西部コミユニティ消防センター 

新築工事 	 17,758 

〇民生費・衛生費 
町社会福祉協議会補助金 	14,216 
重度心身障害者医療費助成 18,984 
身体障害者更生援護施設事務費24,730 

〇農林水産業費 

ハ 水田営農活性化対策事業費 12,972 

	

【 ee ）畜 産 業 費 	 8,309 

	

畜 産 業 費 	 8,309 

乞番地域農業基盤確立農業構造改曹然案
地域農業基盤確立農業構造改善事業費 

247,076 

老人施設援護措置費 154 ,538 
第 1保育所費 67 ,067 
第 2 保育所費 56 ,488 
第 3 保育所費 61 ,810 
第 4 保育所費 49 ,880 
川倉児童館費 20 ,294 
児 童 手 当 14 ,155 
国民健康保険特別会計繰出金 97 ,455 
ガン検診等委託料 16 ,744 
老人保健特別会計繰出金 58 ,052 
西北五環境事務組合負担金 66 ,542 
一般廃棄物最終処分場建設事業費286,438 
公立金木病院組合負担金 235, 826 

〇土 木 費 
除雪対策費 	 68,624 
地方道改修事業費 	 74,479 
道路新設改良費 	 92,757 
ふるさとづくり町道整備事業費270,445 
住宅建設費 	 77,220 

〇教 育 費 
金木小学校管理費 59,706 
川倉小学校管理費 27,855 
嘉瀬小学校管理費 35,555 
喜良市小学校管理費 32,729 
金木中学校管理費 33,880 
金木南中学校管理費 34,658 
旧津島邸建物購入代 340, 000 
公 民 館 費 41,028 
運動公園整備費 13,704 

〇そ の 他 
桜まつり助成金 6,000 
夏まつり助成金 3,500 
商工会助成金 4,000 
県営水環境整備事業負担金 49,860 
ふるさとづくり事業費 79,388 
災害復~日費 69,634 
長期債償還元金 331, 289 
長期債償還利子 22,913 

③ 広報かなぎ旧川111111 



長
生
き
し
て
ね
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

「
 

高
齢
者
及
び
町
民
が

一
堂
に
会
し
て
金
木
町
の
長
寿
会
を
祝
い
ま
し
た
。
 

平
成
八

年
度
金
木
町

敬
老
大

会
・
金
木
町
社
会
福
祉
大
会
が
九

月
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
関
係
者
等
約
三
百
人
が
出
席

し
長
寿
者
を
祝
い
ま
し
た
。
 

「長
寿
の
よ
ろ
こ
び
み
ん
な
の

幸
せ
」
 
「社
会
に
活
か
そ
う
知
恵

と
経
験
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ

れ
た
こ
の
大
会
は
、
第
一
部
式
典

で
は
始
め
に
田
中
町
長
と
角
田
町

社
会
福
祉
協
議
会
々
長
が
激
励
の

挨
拶
を
述
べ
た
後
、
百
歳
に
な
っ

た
漬
田
さ
き
さ
ん
に
敬
老
の
日
を

記
念
し
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

祝
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
九
十
歳
に
達
し
た
長
寿

者
十
二
名
、
九
十
歳
以
上
の
長
寿

者
六
十
二
名
、
八
十
五
歳
に
達
す

る
長
寿
者
四
十
二
名
、
八
十
歳
に

達
す
る
長
寿
者
夫
婦
九
組
に
顕
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

第
二
部
発
表
で
は
、
金
木
小
学
 

【
町顕
彰
受
賞
者
】
 

校
四
年
の
黒
滝
幸
太
君
六
人
に
よ
 
▼

9
0歳
以
上
の
長
寿
者
 

る
作
文
朗
読
が
発
表
さ
れ
、
出
席
 
黒
 

川
 
ふ
 
に
 

（
後
 
町）
 

し
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
嬉
し
そ
 
演
田
 
さ
き
（

嘉
瀬
下
派
立
）
 

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

葛
 
西
 
つ
 
よ
（
更
生
部
落
）
 

こ
の
後
、
金
木
町
芸
能
協
会
々
 
工
 

藤
 
福
太
郎
 
（
湯
の
川
）
 

員
に
よ
る
手
踊
り
な
ど
の
芸
能
発
 
加
 
藤
 
ッ
 
ョ
 
（
若
松
町

）
 

表
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

小
山
内
 
晴
 
夫
 
（
湯
の
川
）
 

当
日
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 
藤
 
元
 
ス
 
ミ
 
（
三
軒
町
）
 

【
内
閣総
理
大
臣
祝
状
】
 

徳
 
田
 
ツ
 
セ
 
（
芦
野
町
）
 

▼
敬
老
の
日
記
念
m
歳
 

津
 
島
 
サ
 
ョ
 
（
米
 
町
）
 

演
田
 
さ
き
（
嘉

瀬
下
派
立
）
 
山
 
中
 

ヤ
 
サ
（
下
鍛
冶
町
）
 

【
青
森
県長
寿
福
祉
祭
】
 

上
 
森
 
マ
 
サ
 
（
昭
和
町
）
 

▼
柳
歳
以
上
の
長
寿
者
 

秋
 
元
 
ヤ
 
ョ
 
（
林
 
下
）
 

黒

川
 
ふ
 
に
 

（
後
 
町）
 
棟
 
方
 
ヤ
サ
コ
 
（
野
 
崎
）
 

潰
田
 
さ
き
（

嘉
瀬
下
派
立
）
 
黒
 

川
 
ソ
 
ネ
 

（
野
 
崎
）
 

【
県顕
彰
受
賞
者
】
 

葛
 
西
 
キ
 
ワ
 
（
湯
の
川
）
 

▼
9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

高
 
松
 
ち
 
急
 

（
湯の
川
）
 

吉
 
崎
 
ミ
 
ェ
 
（
新
誠
町
）
 
田
 
中
 
ミ
 
キ
 
（
若
松
町
）
 

算
用
子
 
イ
 
サ
 
（
見
崎
町
）
 
原
 
田
 

リ
 
ョ
 
（
上
古
町
）
 

ッ
 
ョ
 
（
蒔
 
田
）
 
三
 
上
 
長
太

郎
（
上
小
栗
崎
）
 

タ
 
ョ
 
（
湯
の
川
）
 
米
 
塚
 
ト
 
ミ
 
（
新
富
町
）
 

ミ
 
サ
 
（
藤
 
枝
）
 
天
 
坂
 

イ
 
ョ
 
（
湯
の
川
）
 

ョ
（
上
宇
田
野
）
 
角
 
田
 
こ
 
と
 

（
小川
町
）
 

ソ
 

（
東
 
町）
 
白
 

川
 
ヒ
 
デ
 

（湯
の
川
）
 

マ
 
ン

（
下宇
田
野
）
 

棟
 
方
 
を
り
よ
 
（
野
 
崎
）
 

三
千
男
 
（
畑
 
中
）
 
山
 
形
 
茂
之
進
 
（
栄
 
町
）
 

チ
 
ョ
 
（
川
端
町
）
 
木
 
村
 
み
 
せ
 
（

上
古
町
）
 

口
 
キ
 
シ
 

（
新富
町
）
 
工
 
藤
 
キ
 
ョ
 
（
神
明
町
）
 

谷
 
直
 
義
（
下
宇
田
野
）
 
沢
 

田
 
し
 
な
 

（
美
晴
町）
 

（以
上
町
顕
彰
も
同
時
受
賞
）
 
田
 
中
 

み
 
せ
 
（
北
新
町
）
 

	Hliii川川II 広報かなぎ ④ 

平成8年度 

金木町敬老大会 

金木町社会福祉大会 

「長寿のよろこび

みんなの幸せ」 

中川 今外泉鈴斉竹中 田 

崎谷木藤内谷中 

ョ イ 

ョ 

長 リ ミ ち キ ソ ヤヤマヤサ ツ ス 晴ツ 
太 	 サ 

み しキみ

せな ョせ 郎 ョ キ 急 ワ ネ コ ョ ササ ョ セ ミ 夫 

(
 

(
 



小
山
内
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立町町崎町立町町町 

へ
 

古

川
角
右
衛
門
 
（
下
 
町
）
 

秋
 
谷
 
キ
 
ョ
 
（
沢
 
部
）
 

花
 
田
 
柾
 
義
（
嘉
瀬
本
町
）
 

櫛
 
引
 
三
之
照

（
下昭
和
町
）
 

阿
 
部
 
直
 
士
 
（
新
堤
町
）
 

大
橋
 
ョ
チ
（
喜
良
市
上
派
立
）
 

（
向
 道
）
 

（
蒔
 
田
）
 

た
 
き
 
（
南
新
町
）
 

キ
 
ヌ
 
（
若
松
町
）
 

武
 
郎
 
（
藤
 
枝
）
 

ミ
 
サ
 
（
蒔
 
田
）
 

ツ
 
ョ
 
（
東
ケ
丘
）
 

マ
 
ロ
 
「
瀬
本
町
）
 

其
 
次
 
（
林
 
町
）
 

ユ
 
キ
 
（
三
軒
町
）
 

嘉
之
助
 
（
下
柏
木
）
 

ミ
 
キ
 
（
林
 
町
）
 

イ
 
ェ

（
東
岩見
町
）
 

仲
 
伊
（
芦
野
団
地
）
 

ヤ
 
ェ
 
（
北
新
町
）
 

ス
 
ョ
（
下
昭
和
町
）
 

浅
 
郎

（
西
岩
見
町）
 

チ
 
ョ
 
（
田
 
町
）
 

キ
 
ナ
 
（
蒔
 
田
）
 

た
 
よ
 
（
寺
 
町
）
 

フ
ジ
ェ

（
上
鍛
冶
町）
 

ョ
 
シ
 

（
向
 道
）
 

テ
ツ
メ
（
下
柏
木
町
）
 

豊
 
島
 
ョ
 
ネ
 

（
中
派立
）
 

荒
 
井
 
キ
 
ョ
 
（
藤
 
枝
）
 

▼
8
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
 

（
津
 
島
 珍
チ
叱
 
（
見
崎
町
）
 

（
櫛
引

m
毎
（

朝
日
町）
 

（
泉
谷
喫
郵
（
下
宇
田
野
）
 

（
田
中
嘉

蕩

m
 

（
田
 
町）
 

（
八
 幡
 

証
 
呼
 
（
東
 
町
）
 

（
櫛
 引
 
住
之
踊
 
（
下
昭和
町
）
 

（
大
 橋
 
鵬
次
廊
 
（
金木
本
町
）
 

、溜
 
井
 
要
次
郎
（
上
山
道
町
）
 

（
 

タ
 
、こ
 

（櫛
 
引
 
多
満
吉
 
（
田
 
町
）
 

〈
 

ク
 
ーー
 

敬
老
大
会
終
了
後
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
 

ま
す
。
 
 

町
敬
老
大
会
・
町
社
会
福
祉
大
会
で

作
文
朗
読
を
発
表
し
た
児
童
 

「
僕
の
お
じ

い
ち
ゃ

ん
 

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
 
「
い
そ
が
し

い
タ
バ
コ
作
り

」
 

「
私
の
お
じ

い
ち
ゃ

ん
 

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
 
「
お
じ

い
ち
ゃ

ん
の
笑
顔
」
 

「
優
し
い
お
じ

い
さ
ん
 

お
ば
あ
さ
ん

」
 
「
き
れ

い
な
町
に

」
 

今外山三白小大秋長鄭今中古藤今小和 白工石加田 白 
山 

崎中上川林橋元尾 

た キチ浅ス ヤ仲 イ ミ 嘉コー其マ ツ ミ 武キ た七文 こ
、
 

フ
ジ
エ
 

ョ
 
『
ン
 

テ
ツ
メ
 

福 長 

サ 子 （

朝日町

） 

角 田 ミ エ （昭

和町

） 

よ ナ ョ 郎 ョ ェ伊こ工，キ助キ次ロ ョ サ郎ヌ き 雄蔵工子 

 

「社会に活かそう

知恵と経験」 

 

金木小 4 年 

黒 滝 幸 太 くん 

喜良市小 2 年 

成 田 亜佑美さん 

川倉小 1年 

其 田 千 明さん 

金木中 3 年 

下 山 直 子さん 

嘉瀬小 5 年 

福 士 タ 加 さん 

金木南中 2 年 

今 	照 善くん 



賓
の
河
原
に

金
剛
力
士
像

納
め
ら
れ

る
 

川
倉
奏
の
河
原
地
蔵
尊
の
山
門
 
剛
力
士
像
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

の
両
脇
に
設
置
し
て
あ
る
升
に
金
 

納
め
ら
れ
た
の
は
、
向
か
っ
て
 

ト
納
め
ら
れ
た
「
咋
」
 

頼
し
た
も
の
で
、
小
西
さ
ん
は
、
 

一
体
を
三
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
、
 

九
月
十
六
日
に
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
 

く
す
の
き
材
を
使
用
し
た
こ
の
像

は
、
高
さ
が
ニ
メ
ー
ト
ル
二
十
五

セ
ン
チ
と
立
派
な
も
の
で
、
堂
内

に
入
っ
て
く
る
人
た
ち
の
悪
を
排

し
、
善
を
守
護
す
る
守
護
神
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

も
う
一
方
の
「
阿
」
は
、
来
年

搬
入
さ
れ
、
二
体
揃
っ
て
か
ら
開

眼
予
定
で
す
。
 

左
測
ゆ
与
に
 

「阿

・
咋
」
 
の

一
一
体の
内
の

一

体
「
昨
」
。
 

こ
れ
は
、
奏

の
河
原
（
講
中
 

H
中
谷
正
）
が

青
森
市
在
住
の

彫
刻
家
・
小
西

正
揮
さ
ん
に
依
 

九
月
十
五
日
、
金
木
東
部
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
で
、
 

昭
和
町
子
ど
も
会
、
美
晴
町
子
ど

も
会
、
昭
和
町
町
内
会
、
昭
和
町

老
人
ク
ラ
ブ
が
青
空
の
下
、
合
同

大
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

「未
来
は
こ
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
こ
の

運
動
会
は
、
老
若
男
女
約
八
十
人

が
参
加
。
 

開
会
式
で
は
、
田
中
町
長
、
加
 

藤
町
議
会
議
員
が
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。
 

午
前
中
の
部
で
は
、
パ
ン
食
い

競
争
や
町
内
会

・
お
年
寄
り
グ
ル
 

ー
プ

・
子
ど
も
会
対
抗
の
綱
引
き

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

育
成
会
の
お
母
さ
ん
手
作
り
の

お
に
ぎ
り
と
豚
汁
に
舌
鼓
を
打
っ

た
後
、
参
加
者
全
員
で
グ
ーフ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
心
地
良
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
 

未
来
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
 

▲口を大きく開けてパン食い競争 

ま
ち

の
で

き

つ
じ
と
 

…mm川川川広報かなぎ ⑥ 

ト職 業 山崎製パン開 

武蔵野工場 

ト氏 名 横山 雄ニ

ト年 齢 38歳 

ト出身地 金木町喜良市 

金
木
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
 

暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
よ
う
や

く
す
が
す
が
し
い
好
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
季
節
、
黄
金
色
の

イ
ネ
が
波
打
つ
風
景
を
眺
め
て
い

る
と
、
故
郷
で
過
ご
し
た
日
々
を

思
い
出
し
ま
す
。
 

私
は
、
高
校
を
卒
業
と
同
時
に

山
崎
製
パ
ン
に
入
社
し
ま
し
た
。
 

そ
の
頃
、
大
き
な
経
済
的
混
乱
を

被
る
と
と
も
に
世
界
的
に
も
長
期

不
況
と
い
う
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

時
代
へ
と
突
入
、
世
界
の
中
の
生

活
様
式
も
変
わ
り
、
大
手
ス
ー
パ
 

ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が

急
成
長
を
遂
げ
た
頃
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
大
手
ス
ー
パ
ー
も
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
長
時
間
営

業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
私
の
仕
 
 事

も
必
然
的
に
深
夜
か
ら
稼
働
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
か
げ
で

出
勤
時
間
が
変
則
的
で
残
業
も
多

く
、
大
変
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
健
康
で
あ
る
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
す
。
 

仕
事
を
始
め
て
か
ら
毎
年
金
木

町
に
は
帰
省
し
て
い
ま
す
が
、
芦

野
公
園
の
整
備
・
噴
水
広
場
の
設

置
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

ど
ん
な
に
新
し
く
変
わ
ろ
う
と
も

故
郷
金
木
町
が
私
の

一
番
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
場
所
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
地
形
を
生
か
し
、
 

他
の
市
町
村
に
は
真
似
の
で
き
な

い
公
園
づ
く
り
を
お
願
い
し
、
町

民
の
皆
様
に
も
町
の
財
産
と
し
て

盛
り
上
げ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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